


















障害者支援施設（以下、D 施設）における実習体験を取り上げる。A 氏の 3 年次におけるソーシャルワーク実習を
素材とし、本人及びその実習のスー パーバイザ （ー以下、バイザー）であった実習先職員 B 氏（臨床経験年数 7 年）、
C 氏（臨床経験年数 15 年）に対し、90 分程度のインタビュー調査を 2 回ずつ実施した。B 氏及び C 氏に対しては、
初回はグループで、2 回目は個別にインタビューした。
　A 氏に対しては、卒業後 1 年が経過した時点において、本人が重要と感じている実習体験を中心に聞き取り、






































●利用者とコミュニケ シーョンを図る ●スー パ ビージョン、事後オリエンテ シーョンを行う
２）「モデル」としてのワーカー像が前景化する語り
　A 氏は、自分と「利用者」という「二者関係」を通した「自己覚知」に焦点をあてて実習を総括したが、今




　B 氏及び C 氏は、A 氏にとってワーカーの「モデル」となっている。実習中は、B 氏が生活支援全般にかか
わる実習指導、例えば個別支援計画作成のスー パービジョンを担当し、C 氏がケア会議といった他職種や他機
関との連絡・調整に関する実習プログラムを作成し、その指導にあたるという役割分担がなされていた。
















　以上のように、卒業後にワーカ とーして働くことになった A 氏にとって、B 氏は「直接支援系」の、C 氏は「間
接支援系」の「ワーカーとしてのモデル」となり、今回調査は、そのモデルとしてのふるまいが前景化した実習
体験の語りとなった。
2. B 氏・C 氏による「育てられた体験」にかかわる語り




















ごすなかでも、興味深い話をきかせてもらったことで触発されるものがあった。つまり、A 氏が B 氏及び C 氏
の実習指導を通して、ワーカ とーしての仕事の魅力を感じとったのと同様、C 氏も先輩ワーカーの働きかけに「巻
き込まれること」よって、ワーカーの仕事を選択することになったのであった。
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２）B 氏の語り


























を設定すること」であり、そうした体験をサポ トーするスー パービジョン及びスー パービジョン体制を整備することな
のである。
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